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第Ⅰ巻 1984年刊 第Ⅱ巻 1995年刊 第Ⅲ巻 2020年刊 計

扱う年代 1876～1922 1923～1945 1945～2010 135年

主なテーマ

初期交流

日本教会の朝鮮伝道

朝鮮統治問題と日本の教会
日韓併合
105人事件
三・一独立運動

（日本語資料のみ）

関東大震災

「文化政治」

神社参拝問題

皇民化政策と戦争協力

植民地支配末期の弾圧

アジア太平洋戦争敗戦から
日韓基本条約まで

韓国民主化闘争と日韓連帯

戦後補償問題を含む日韓の
交わりと統一への模索

頁数（約） 580頁 880頁 1100頁 2560頁
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最初の資料『七一雑報』1876.4.21
※神戸で発行された日本のキリスト教界最初の週刊紙

「投書」 在東京青森県平民 手塚 新

謹んで辨理正副大臣の和親条約成て帰朝し玉ふを祝賀し奉り並せて兄弟姉妹に勧め奉る
の文

姉妹よ歓歌せよ兄弟よ踏舞せよ宜しく中心［まごころ］より出たる感恩の馨香［けいこ
う］をエホバ(真神［まことのかみ］の尊称)の壇前に捧げ以て祝謝の祭を作［なす］べし

抑[そもそも]日韓久しく葛藤を生じて……（政府）遂に断然問罪遣韓使の令を発し続て使
鑑［しかん］錨を抜［ぬき］黒煙天を焦［こが］して行く而して爾後政府更に大に軍備を
為して……

鳴呼我輩をして此の如く歓欣雀躍手の舞足の踏むを覚えざらしむるはこれ偏へに我皇帝陛
下の威徳と弁理正副大臣の宏智とに出ると雖ども余独り最もこれを天地を造化し万有を管
理し玉ふ全能の神エホバの恩佑に出でしと云はざるを得す而して余又最も栄光讃美を以て
エホバの壇前に帰し全心以てその鴻恩に感謝せざるを得ず
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第Ⅰ巻の最後
三・一運動（1919）に対する３人の日本人の反応

（1）冨永徳磨（元日本基督教会牧師。後、独立）

水原事件［堤岩里］は却つて結果であり偶発事である。……他の
力のために誘発されたものである。其は即ち朝鮮人一部の独立運動
である。

総督府の政治については鮮民［ママ］は感謝している筈である。

日本人も甚だ悪い。……けれども鮮人［ママ］と来たら一層品性
が劣等である。

朝鮮を救ふためには、どうしても基督教の真生命を鮮民に流し入
れて彼等を神の子供にせねばならぬ。
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（2）柏木義円（日本組合教会安中教会牧師）

「朝鮮人虐殺の実況」 何たる大無道の蛮行ぞ。

「朝鮮事件と鮮人［ママ］基督者」

氏［渡瀬常吉＝組合教会朝鮮伝道主任］は、人道上決して看過す可

らざる大問題たる虐殺事件に関しては全く沈黙被致候。今回騒擾の真

因と目さるる官憲や邦人の態度には殆んど触れ居られざるは、吾人の

顔る解し兼ぬる所に有之候。兎に角氏の誇りは組合教会鮮人二万の信

者が少しも動なかつたと申す所に有之様に有相見へ、総督府も今更氏

の伝道の効果に随喜することと存候。

（3）内村鑑三（無教会）

わが国人が朝鮮でした事を、心から申わけなく思つています。もつ

ともアメリカ人が問題にしている残虐事件の大部分は、つまらぬ捏造

に過ぎないと、わたしは確く信じています。 13



第Ⅱ巻 1923～1945
ここでは神社参拝問題関連のみ一部を紹介する。

1910 韓国併合

1919 三・一運動

同年 ソウル(当時､京城)に朝鮮神社創立（祭神＝天照大神､明治天皇）

1925 朝鮮神宮建立（改称）

1935 平安南道知事、中等学校長会で神社参拝を指示

1936 崇実中学ほか、神社参拝を拒否（廃校に至る）

1938.9.10 長老教会総会、神社参拝を決議

1939 朱基徹牧師（平壤 山亭峴教会）「五つのわたしの祈願」説教

1944 朱基徹牧師ら獄死
14



「神社参拝問題解決──功労警察官表彰 平南道警察部で」

毎日新報［朝鮮総督府の機関紙］昭13(1938)年10月2日

【平壌】長老教系統キリスト教会が、先月中旬、平壤において開催した総会で、

長い間引きずって来た神社参拝問題を解決し、皇国臣民としての伝道報国に邁進

するようになったことは、朝鮮キリスト教会の画期的な転換と発展を意味するの

みならず、実に朝鮮統治史上においても大きく寄与する事実であると見ることが

できる。このような偉業をあらわすまでには、教会指導者達の絶え間ない努力と

奮闘もあったが、平南の各警察署の関係職員達の涙ぐましい活動も決して忘却す

ることのできない事実である。これに際して、平南警察部では、関係功労者達を

何らかの形で表彰すべくその方法を考慮中であったが……
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朱基徹［チュ・ギチョル］牧師の説教
「五つのわたしの祈願」から

1939.2.5

私は彼らの手によって何度目か逮捕され、この度は長い囚
われの身となっていましたが、この山亭峴［サンジョンヒョ
ン］の講壇に再び立つこととなりました。……

私は今まさに、死に直面しています。私の命を奪おうとす
る黒い手は、時々刻々と迫っています。死に直面した私は、
死の権勢に打ち勝たせてください』と祈らないわけにはいき
ません。……

イエスの御名によって死刑場に出ていくのは、キリスト者
の最大の祝福であります。主のために十回、百回死ぬのはよ
い。しかし、主を捨てて百年、千年生きるといって、それが
一体何の長命でしょうか！ ああ！ 主よ！ この命を惜し
んで主を辱めることがないようにしてください。このからだ
が潰れて粉となろうと、主の戒めを守らせてください。
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讃頌歌543（旧） 저높은곳을향하여
あの高い所に向かって

1  あの高いところに向かって 日ごとに進んでいきます。

わたしの意志と真心をつくして 日ごとにお祈りします。

（おりかえし）

わが主よ わたしの足をとらえて そこに立たせてください。

そこには光と愛が いつも満ちています。

4 険しく高いこの道を 戦いつつ進んでゆきます。

いま一度お祈りしますから わが主よ お導きください。

（おりかえし）
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第Ⅲ巻 冒頭の資料（日本）

「教団と終戦」 教団新報

教団統理者は八月二八日付左の指令を全国各牧師、主任者に与えた。

「聖断一度下リ、畏クモ詔書ノ涣発トナル。而シテ我が国民ノ進ムベキ道茲［こ

こ］ニ定マレリ。本教団ノ教師及ビ信徒ハコノ際聖旨ヲ奉戴シ国体護持ノ一念ニ徹

シ、愈々信仰ニ励ミ、将来ノ国力再興ニ傾ケ、以テ聖慮ニ応エ奉ラザルベカラズ。

我等ハ先ヅ事茲ニ到リタルハ畢竟我等ノ匪躬［ひきゅう］ノ誠足ラズ報国ノ力乏

シキニ因シリコトヲ深刻ニ反省懺悔シ、今後辿ルベキ茨棘［しきょく］ノ道ヲ忍苦

精進以テ新日本ノ精神的基礎建設ニ貢献センコトヲ厳カニ誓フベシ。

……

昭和二十年八月二十八日

教団統理者 富田満
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第Ⅲ巻 冒頭の資料（朝鮮）

「朝鮮基督教会機関誌 基督公報 刊行の辞」1946.1.17

世界を覆っていた暗黒の幕はすでに破られた。……このような悲嘆の中に包ま

れた世界に、万有の主がもう一度声を発し、剣と槍は折られ、朝日が東天に昇っ

て悪魔は闇の中に伏してしまった。

この間残忍な虐政下でひどい仕打ちを受けた朝鮮教会の満身創痍こそ、隠そう

にも隠しようがなく……指導者たちは退けられ、多くの祭壇は汚され、すべての

機関は絡まり合って機能を喪失してしまった。……そこには新たな生命的な指導

力と新たな組織が要請されている。

朝鮮の教会は新しい指標に向かっている。それは「一つ」によって、である。

……「基督教公報」はこの新しい指標に向かう朝鮮キリスト教の伝令使である。
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金麟瑞(キムインソ)牧師

「日帝圧迫下に犯した罪を悔い改める」
『信仰生活』1952.9･10

神社参拝の日に自分は逃亡し、もしかして家族が私の代

りに引っ張られて行くようにさせたことは自分がこの身を

もって神社参拝した以上に重罰を受けるべきものであるこ

とを何度も痛悔し、罪に服します。

また洞会で神宮の名を書いた紙箱を配付したとき、それ

をそのまま一度十銭を払って買ったことが、その時以来私

の心に傷となっており、悔い改めます。
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「韓国・朝鮮の基督教会に対して行った神社参拝

強要についての罪の告白と謝罪」

……とりわけ、韓国・朝鮮に対する「明治」以来の侵略行為を肯定

し、それに荷担しました。そして自らの立つべき信仰に立たず、隣国
の主にある教会の信仰告白をふみにじり、神社参拝を強要した罪を、
まず唯一の主なる神の前に懺悔いたします。

その結果、多大の犠牲と殉教を余儀なくされた韓国・朝鮮の基督教会
に、心からお詫びいたします。わたしたちは自らの負うべき十字架を
負うことを避け、み言葉の真理に基づいて大胆に語るべきことを語ら
ず、隣人を自分のように愛さず、真に祈るべきことを祈らなかったこ
とを覚えて赦しを乞い求めます。

1990年10月19日 日本基督教会第40回大会 大会議長 高井孝夫
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1945 日本敗戦、朝鮮解放

1950 朝鮮戦争勃発

1960 4.19学生革命 李承晩退陣

1961 軍事クーデター →朴正煕政権

1965 日韓基本条約

1967 日本基督教団「戦責告白」

1976 3.1「民主救国宣言」

1979 朴正煕射殺 粛軍クーデター →全斗煥政権

1980 5.18光州民主化運動 「金大中氏を殺すな！」

1987 6月民主化抗争 盧泰愚 6.29「民主化宣言」

1996 日本聖公会「戦争責任に関する宣言」
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「夫は獄にある勤労者たちの友」金玉蘭

『基督公報』1974.3.16（長老教会機関紙）

天におられるわたしたちの父よ。［夫は］今は望まない不自由な監

房で寒い暮らしを送っています。この方はいつも苦しみを受けている

勤労者たちの痛みに自分の肉をえぐられて、労働者たちの受け取るわ

ずかの報酬に涙を流し、勤労者たちのやりきれない思いを見過ごしに

できず、貧しい身なりでおなかをすかせた人々を助け、保護し、踏み

つけられ蔑視される人々を高く上げ、今も将来も希望のない人々に希

望を与えるために、この方は一日も休むことなく朝早くから夜遅くま

で勤労者たちとともに生きてきました。

父なる神よ。一日も早く夫とその友人たちに自由と喜びを与え、わ

たしたちすべてがうれしく出会う喜びをお与えください。
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巻末年表 1974年
韓国問題キリスト者緊急会議（1974～1991）は長期にわたっ
て『韓国通信』を発行。貴重な情報を提供しつづけた。
日韓キリスト教の協力・連帯の一つの具体的な姿である。



「民主救国宣言」 1976.3.1 （12名連署）

本日で三・一節五七周年を迎え、われわれは、一九一九年
三月一日、全世界に響きわたったこの民族の喊声、自主独立
を絶叫したあの雄叫びが今もありありと響きわたってくる。
今日の状況をこのまま座視することは、救国先烈たちの血を
無駄にするような罪意識にとらわれ、われわれの志を結集し
て「民主救国宣言」を国内外に宣布するものである。

Ⅰ この国は民主主義の基盤の上に立たねばならない

Ⅱ 経済立国の構想と姿勢は根本的に再検討されるべきである

Ⅲ 「民族統一」は今日、わが同胞に負わされた至上の課題で
ある

※これに対し日本基督教団総会は民主化闘争支援声明（1976.11.18）
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【ビラ】アピール・全斗煥の光州殺戮作戦
『韓国通信』1980.5.20（韓国問題キリスト者緊急会議）

ああ！ 民族史の大悲劇よ！

五月一七日の夜中を期して全斗煥とその一派は、既存の非常戒
厳令をさらに強化し、自分の意にそぐわない全ての政治家、民衆、
市民たちを逮捕・拘束することによって、わが民衆が期待してい
た民主主義に対するかすかな希望までをも抹殺してしまった。

これに憤激した光州の全南大学、朝鮮大学……民主市民たちの
平和的デモに対して、三万余名の戦闘警察を動員し、……ペッ
パーフォグ（こしょう弾）を撃ちながら包囲網を縮め、退路を断
ち、ソウルから急派された三千余名の空挺部隊たちは、銃剣をふ
りかざして、狂犬のようにあたかもカボチャを刺すように、手あ
たりしだい刺すことによって血が河のごとく流れる死体を、軍の
トラックに投げ込んでいった。
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ニムのための行進曲 임을위한행진곡

사랑도명예도이름도남김없이 愛も名誉も名前も残さずに

한평생나가자던뜨거운맹세 一生涯を進もうと言った熱い誓い

동지는간데없고깃발만나부껴 同志は跡形なく 旗だけがはためく

새날이올때까지흔들리지말자 新しい日が来るまで 揺るがずにいよう

세월은흘러가도산천은안다 歳月は流れて行っても 山河は知っている

• 깨어나서외치는뜨거운함성 目覚めて叫ぶ熱い喊声

• 앞서서나가니산자여따르라 先に行くから 生きている者は続け

• 앞서서나가니산자여따르라 先に行くから 生きている者は続け
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ニムのための行進曲 임（님）을위한행진곡

28



29

日本聖公会の
戦争責任宣言
1996.5
総会決議



最後に収められた資料

「’98民族の和解・平和・統一のための祈願礼拝」

（超教派） 1998.8.15 京東教会

教友の皆さん、神はヘブライ人がエジプトの地で苦労

し抑圧され、苦しみ叫んだとき、彼らを憐れんで救われ

たように、わたしたちの民族が日本の植民地統治下で労

し苦しみ叫んだとき、わたしたちの民族を憐れみ救って

くださいました。

この感謝の日に、主は再びわたしたちにこの尊い場所

を設けてくださいました。
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